







斐智陽：第 1 事件原告・控訴人、X1代表取締役）および X1が、Y らに対し、
債務不履行および不法行為にもとづく損害賠償を請求した第 1 事件と、第 1
事件の訴え提起後、X2（第 2 事件被告）が製作してインターネット上に公
開した「ANNA」という題名の曲が Y2（第 2 事件原告）の名誉を毀損する
ものであると主張して、Y2が X2に対して損害賠償を請求した第 2 事件で構
成されている。



























　その後、平成25年 5 月 8 日、X1のプロデューサーが Y1を訪れ、X1と Y1と
の間で出演契約（本件契約）が締結された。本件契約では、Y1は、X1が制






　ところが、 7 月16日に行なわれたプレミアライブ後の Y2と A との手紙や
メールのやりとりのなかで、本件公演における本件書籍の舞台化について











　第 2 事件の概要は次のとおりである。X2は、第 1 事件の訴え提起後であ
る平成26年 2 月25日頃、「ANNA」という題名の楽曲を製作し、遅くとも 3





　原審（東京地判平成28年 1 月25日判タ1427号205頁）は、第 1 事件につい
て、「遅くとも平成25年 7 月22日の稽古までには、専ら X らの準備不足と権
利関係のずさんな管理に起因して、準委任契約の性質をも有する本件契約の










X らの各請求はいずれも理由がないとして全部棄却した。また、第 2 事件
について、Y2の請求のうち不法行為による損害賠償請求について一部認容
した（33万円）。

















　公演期間　2013年 8 月 6 日から 9 日まで公演回数　計 8 回
　公演場所　尼崎あましんアルカイックホール









































































（ 4 ） 争点 6 （X1に対する Y1の会社法350条所定の損害賠償責任の成立に伴
う Y らの共同不法行為責任の成否）、および争点 7 （X に対する Y1の
会社法350条所定の損害賠償責任の成立に伴う Y らの共同不法行為責任
の成否）について



















いる第 1 事件と、制作会社（X1）の代表取締役（X2）による Y2に対する名
誉毀損に関する第 2 事件で構成されていたが、本控訴審においては第 1 事件


























































































































1 項 4 号）と定義づけられ、実演家が行なう「実演」とは、「著作物を、演
劇的に演じ、舞い、演奏し、歌い、口演し、朗詠し、又はその他の方法によ
り演ずること（これらに類する行為で、著作物を演じないが芸能的な性質を







































































































（９）　最判平成24年 2 月 2 日〔ピンク・レディー事件〕民集66巻 2 号89頁。
